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冬季東シナ海におけるSST 変動の メカニ ズム

宮地友 麻（首都大都市環境） 高橋洋（首都 大 ， JAMSTEC ）

1．は じめに

　東シナ海はその地理的特徴か ら，冬季は黒潮によ

り，低緯度や外洋か ら多量の熱が流入 し，また大陸

か らの寒気の吹き出しによ り， 海面か ら大気へ 多量

の 熱を放出し て お り，東シナ海の SST 変動を調べ る

こ とは，さらに大きな ス ケール の大気，海洋 の 変動

を明らかにする手掛か りとなる．

　先行研究に より，東シ ナ海の SST 変動には，大陸

か らの 北西風や，黒潮が影響を与える こ とが示唆さ

れてきた（Yeh　and 　Kim 　2010，
　 Wu 　et　al．2014），し

か し，東シ ナ海にお ける SST 変動が大気の変動によ

るもの で あ るの か ， 海洋の変動に よるもの で あるの

か，未だ明らかにされて い ない ．そこ で本研究では，

大気海洋相互作用に注 目 し，東シ ナ海における SST

変動の メカ ニ ズ ム を明らか にすることを 目的とする．

また ，
1980 年代以降にみられ る長期的な SST 上 昇

の要因につ い て も考察する，

2．データ

　 SST デー
タ として，　COBE ・SST2 （平原ほ か，2013），

気温 ， SLP ，
　 u ，

　 v 風速 ， 海面 の 潜熱フ ラ ッ ク ス
， 顕

熱フ ラ ッ ク ス の デー
タ とし て，気象庁 55 年長期再

解析くJRA・55，　 Ebita　et 　al．2011）を使用した，

　本研究の解析は ， 1959年冬季か ら 2010年冬季に

おい て行 う．本稿におい て ，
1959 年の冬季 とは，

1958 年 12 月か ら 1959 年 2 月まで を示 しており，

東シナ海は ， 28
°

N 〜33
°

N ， 123
°

E〜128
°

E の

領域を示 して い る．

豐

　（a）東シ ナ海の SST 変動は，大気 と海洋，どち ら

に よる影響が大きい の か
， またそれ らは年代に よっ

て変化するの かを調べ るために
， 東シナ海の SST と

海面か ら大気 へ の乱流熱フ ラ ッ クス との相関係数の

時間推移を調 べ た（図 1）．

　その結果、東シ ナ海の SST には，大気循環場の変

動による影響が強 い が、負の相関が有意で な い期間

には、前後の 期間とは異なっ た大気海洋相互作用 が

生 じて い た こ とが示唆 され た．

　（b）SST と乱流熱フ ラ ッ ク ス との相関を基に ， 解析

機関を，SST とフ ラ ッ ク ス が有意に負相関で ある期

間と有意な相関を持たない 期間に分 け ， それ ぞれ の

期間におい て，東シ ナ海の SST に対する，　 SLP，高

度 10m の u ，　 v 風速の 回帰図を作成 した．

　その結果 ， 負相関が有意な期間にお い ては ，
正 （負）

の WP パ タ
ーン に伴う北太平洋中央部の高気圧（低

気圧）偏差が，東シ ナ海上 の北西風を弱め（強め），海

面か ら大気へ の 乱流熱フ ラ ッ クス が減少（増加）する

こ とで，SST が上昇（低下）す る，とい うメ カ ニ ズ ム

が示唆された，

　（c）1980年代か ら 90年代にかけてみ られ る ， 東シ

ナ海の SST 上昇の 要 因を調べ るために ，
1985 年か

ら 1995 年にか けて，高度 2m の気温 高度 IOm の

ス カ ラ
ー
風速 ，

u
，
　 v 風速 ，

　 SLP ， 乱流熱 フ ラ ッ ク ス

につ い て トレ ン ドを計算 し，分布 を調べ た．

　そ の 結果 ， 1985〜1995年冬季の 東シ ナ海 SST の

長期的上昇の要因として，二 つ の要因が示 唆され た．

  東シ ナ海の 海上気温 が 上昇する こ とに よ り， 海

　　面か ら大気 へ の顕熱フ ラ ッ ク ス が減少 し，SST

　　の上昇に寄与した．

  フ ィ リ ピ ン の東にみ られ る高気圧 トレ ン ドが，

　　南シ ナ海 ，
フ ィ リ ピ ン 海上 の 風速を減少 させ ，

　 海面 か ら大気 へ の乱流熱フ ラ ッ ク ス が減少する

　　こ とで，海洋内の熱量が増大 し，黒 潮を介して

　 東シナ海の SST に影響 した．
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図 L 冬季東シ ナ海に おける SST と乱流熱フ ラ ッ ク

ス の相関係数の 推移，それ ぞれ の年の値は，前後 5

年間を含む 11 年間の相関係数を示 して い る．点線

の外側は，有意水準 5％ における有意な相関を示す，
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